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レ ポ ー ト

５
月
９
日
に
、
各
委
員
会
に
分
か
れ
て
町
内
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
総
務
文
教
常
任
委

員
４
名
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
５
名
が
参
加
し
、

町
内
12
箇
所
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
６
月
定
例

議
会
に
お
い
て
調
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

各
委
員
会
現
地
調
査
レ
ポ
ー
ト

＊議会意見＊
・利活用について、地権者である小巻地
区から地区の考えを出してもらっては
どうか。
・整備していく上で、道路整備を優先さ
せた方が良い。
・人口スキー場に敷いてあるプラスチッ
クスノーユニットについては、草が伸
びていない時期だと簡単に剥がれるの
で、撤去時期について考慮が必要。

＊議会要望＊
・中学校統合後のプール管理
は小学校になるため、十分
安全に配慮して利用を。
・プールに給水する際、町簡
易水道の水源が十分な量を
確保できない場合も考えら
れるので、地域への影響を
配慮しながら給水してほし
い。

柳津温泉
スキー場

西山中学校
プール改修工事

柳津・西山
小中学校

＊議会要望＊
・柳津・西山小中
学校の交流を、
積極的に行って
ほしい。
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レ ポ ー ト

西向林道脇
残土処理場

総務文教常任委員会

柳津温泉スキー場

柳津小学校 鹿島ため池

塩野地区災害関連工事残土処理場（西向林道脇）

柳津中学校 林道藤塩峯線

西山小学校 町道五畳敷大成沢線　四ツ谷地内

西山中学校プール 県道柳津昭和線　大成沢地内橋梁工事

西山中学校 グローバルピッグファーム㈱肥育農場

産業厚生常任委員会

＊議会要望＊
・地すべりの土砂撤去を行ってい
るが、撤去後の場所も再度崩れ
ている状況。早急に対応を。

＊議会要望＊
・今後の経費がかかることか
ら、計画の再検討が必要。
舗装については、必要ない
のでは。

＊議会要望＊
・関係地区住民の理解を得る努力をし、速やかに
対策を図ってほしい。

塩野地区
地すべり現場

林道藤塩峯線
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補 正 予 算 Ｑ ＆ Ａ

議 案 審 議

【
柳
津
町
立
小
学
校
及
び
中
学

校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
】

新
た
な
中
学
校
名
と
そ
の
住
所

及
び
柳
津
小
学
校
の
住
所
に
つ
い

て
改
正
す
る
条
例
。

柳
津
町
立
柳
津
中
学
校
及
び
柳

津
町
立
西
山
中
学
校
の
２
校
を
１

つ
に
し
、
柳
津
町
立
会
津
柳
津
学

園
中
学
校
に
改
め
、
そ
れ
に
併
せ

て
住
所
を
改
め
る
条
例
改
正
を
可

決
。

審議された議案 ―主な議案―

　平成２９年第２回６月定例会が、６月１４日から６月１６日までの３日間の会期で行わ
れました。
　今回の定例会では、柳津町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例、平成２９年
度補正予算など１３議案、報告案件２件及び議員提出議案１件が審議され、原案どおり承
認・可決されました。

平
成
30
年
４
月
開
校
予
定
統
合
中
学
校
名
が

『
柳
津
町
立
会
津
柳
津
学
園
中
学
校
』に
決
定

定
期
監
査
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

毎
年
11
月
→『
監
査
委
員
が
定
め
る
』に
改
正

条例

条例

◆
統
合
中
学
校
の

　

今
後
の
取
り
組
み

　
・
教
育
支
援
体
制
づ
く
り

　
・
校
歌
・
校
章
の
選
定

　
・
制
服
・
運
動
着
の
選
定

　
・
通
学
支
援
に
係
る
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

児
童
生
徒
の
保
護
者
は
だ
け
で

な
く
、
学
校
を
支
え
る
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
説
明
や
意
見
を
聞
く
機

会
を
積
極
的
に
設
け
る
方
向
で
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

◇
議
会
か
ら
の
要
望
◇

H22	 統合の検討開始

H24.8月	 調査検討委員会設置

H25.11月	 教育委員会基本方針を決定

H26.6月	 適正配置等審議会で協議

H27.7月	 平成30年統合の方針決定

H28.8月	 統合中学校開校準備町民会議
において統合準備

住民選考投票を実施し、

統合中学校名

「会津柳津学園中学校」

に決定！

【
柳
津
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
】

定
期
監
査
の
実
施
時
期
に
つ
い

て
、
実
状
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
改
正
。

条
例
上
は
「
11
月
」
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
事
務

執
行
上
の
都
合
に
よ
り
、
平
成
21

年
度
よ
り
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
実
施
し
て
い
る
の
で
、
実
情
に

合
わ
せ
て
実
施
時
期
を
決
め
ら
れ

る
よ
う
改
正
す
る
条
例
改
正
を
可

決
。

○「定期監査」とは？
　毎会計年度、1回以上、予算の執行、
収入、支出、契約等の事務・事業が、
最小の経費で最大限の効果を挙げるよ
うにしているか監査を行います。
　柳津町では、代表監査員（識見を有
する者）と議員選出監査委員の2名で
監査を行っています。

用語解説

○観光費　旅費61万6千円の増額補正

　　　インバウンドの研修でタイへ行
くようだが、内容は。

　　　　来年２月頃に、２名で４泊５日
の予定。県と同行で、アンケート
調査等を実施予定。

○美術館管理費　工事請負費
68万6千円の増額補正

　　　自動ドアを設置するということ
だが、管理費（維持費・点検費等）
はどのくらい見込んでいるのか。

　　　　年間の保守点検料、委託料につ
いては、まだ設置していなので金
額等は出てきていない。

Q
A

Q

A
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【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
同
意
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
坂

上
重
郎
氏
（
岩
坂
町
）
が
６
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
に
よ
り
、
次
の
者
を
審
査
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
二
瓶
　
俊
一
　
氏
（
桐
ヶ
丘
）

　
　

任
期
：平

成
29
年
７
月
１
日
～

▼
「
国
の
『
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業
』
の
継

続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の

十
分
な
就
学
支
援
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

・
陳
情
者

　
　

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　
　

中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

角
田　

政
志

・
審
議
結
果　

採
択

人

事

陳

情

議 案 審 議

こんなことを決めました　―審議一覧―
【６月定例会】
議案第49号 専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第50号 専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第51号 専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第52号 柳津町監査委員条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第53号 柳津町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第54号 平成29年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

議案第55号 平成29年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決

議案第56号 平成29年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決

議案第57号 平成29年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決

議案第58号 平成29年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決

議案第59号 平成29年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決

議案第60号 平成29年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決

議案第61号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

議員提出
議案第2号

「国の『被災児童生徒就学等支援事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を
求める意見書」の提出について 原案可決

【第１回臨時会】（７月12日）
議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第63号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第64号 平成29年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決

第３回定例会　９月７日から９月１４日開会の予定です
初日は、町政に対し議員が一般質問を行います。

お気軽に傍聴においでください。

お 知 ら せ
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一 般 質 問

９番　田﨑為浩議員

○雪エネルギーの活用について
○農泊での地域活性化について

雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

　
　
　

雪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

変
え
る
取
り
組
み
は
、
積

雪
寒
冷
地
で
行
わ
れ
て
き
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
省
エ
ネ

や
農
業
振
興
、
観
光
振
興
に
繋
げ

る
こ
と
が
活
性
化
に
な
る
と
考
え

る
が
。

　
　
　
　
（
町
長
）
近
隣
３
市
町

村
で
は
農
産
物
を
保
存
す

る
施
設
の
冷
房
用
冷
熱
源
と
し

て
、
喜
多
方
合
同
庁
舎
で
は
雪
冷

房
施
設
と
し
て
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
て
い
る
。

　

設
備
導
入
経
費
は
電
気
設
備
よ

り
２
割
程
度
割
高
、
維
持
管
理
経

費
は
４
割
程
度
割
安
、
総
合
的
に

は
１
割
程
度
割
高
と
言
わ
れ
て
い

る
。
昨
年
、
視
察
に
行
っ
た
が
、

導
入
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
。

　

今
後
、
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
者
等
と

情
報
交
換
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
　

役
場
庁
舎
や
学
校
な

ど
、
公
共
施
設
の
雪
を
利

用
し
て
の
冷
房
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
（
総
務
課
長
）
ふ
れ
あ

い
館
建
設
時
に
、
雪
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
冷
房
を
検
討

QAQA

し
た
が
、
雪
の
保
管
場
所
や
維
持

経
費
等
、
不
透
明
な
部
分
が
あ

り
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　

本
町
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
８
０

０
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
れ
を
町

の
売
り
に
す
る
こ
と
が
必
要
か
と

思
う
。
雪
１
ト
ン
に
対
し
て
石
油

20
リ
ッ
ト
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出

て
、
二
酸
化
炭
素
は
30
㎏
削
減
で

き
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
可
能
性
の
あ
る
雪
を
利
用
し

な
い
手
は
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
（
総
務
課
長
）
本
町
で

利
用
す
る
場
合
、
農
産
物

の
保
冷
庫
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
雪
を
集
め
て
た
め
て
お
く
広

い
平
地
や
夏
場
の
温
度
等
の
問
題

が
あ
る
が
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

検
討
委
員
会
で
話
を
聞
い
て
い
き

た
い
。

　
　
　

廃
線
に
な
っ
た
ト
ン
ネ

ル
を
利
用
し
た
雪
室
で
の

農
産
物
の
貯
蔵
と
い
っ
た
実
例
が

あ
る
が
、
本
町
で
も
旧
松
倉
ト
ン

ネ
ル
を
利
用
し
て
低
コ
ス
ト
で
実

施
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
（
町
長
）
会
津
若
松
建

設
事
務
所
に
要
望
し
、
検

査
を
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
利
用

は
か
な
り
厳
し
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
活
用
の
方
法
等
、
こ
れ
か
ら

も
要
望
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

QAQA

　
　
　

農
村
地
域
に
宿
泊
し
、

農
産
物
の
収
穫
作
業
や
現

地
で
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
「
農

泊
」
が
好
評
を
博
し
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
、
農
泊
推
進
に
よ

る
国
内
外
の
旅
行
者
の
地
方
誘
致

促
進
や
農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
（
町
長
）
国
で
は
「
明

日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
農
泊
を

持
続
的
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
農
泊

の
開
業
に
当
た
っ
て
は
、
旅
館
業

法
及
び
食
品
衛
生
法
の
許
可
を
は

QA 農
泊
で
の

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

現在の旧松倉トンネル

じ
め
、
施
設
面
や
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
取

り
組
み
へ
の
支
援
や
相
談
等
の
体

制
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
増
加
、
地
域
・

農
家
の
所
得
向
上
、
移
住
者
・
観

光
客
の
増
加
、
遊
休
資
源
の
利
活

用
等
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
そ
ろ
え

た
す
ば
ら
し
い
事
業
。
国
が
こ
の

事
業
に
つ
い
て
追
加
募
集
を
し
て

お
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
農

山
漁
村
振
興
交
付
金
と
い

う
事
業
。
内
容
を
確
認
し
、
庁
内

で
協
議
検
討
し
て
い
き
た
い
。

QA
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一 般 質 問

○防災組織の整備・改善について
○水資源の保全について
○只見線復旧の対応について

６番　小林　功議員

　
　
　

近
年
、
町
消
防
団
の
団

員
確
保
が
非
常
に
難
し
い

状
況
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下
、
自

主
防
災
活
動
が
図
れ
る
組
織
や
体

制
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
現
状
と
今
後
の
対
策
を
伺

う
。

　
　
　
（
町
長
）
消
防
団
員
数

は
条
例
定
数
２
７
０
名
に

対
し
、
現
在
２
３
８
名
。
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
、
柳
津
町
に
居

住
し
て
い
る
者
だ
け
で
な
く
勤
務

し
て
い
る
者
も
加
入
で
き
る
よ
う

条
例
改
正
を
し
、
団
員
募
集
を
実

施
し
た
結
果
、
２
名
の
新
し
い
団

員
が
加
入
。
今
後
も
、
団
員
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
や
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
自
主
防

災
体
制
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

と
に
、
消
防
団
や
区
長
等
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
防
災
訓
練
時
の
住
民
の

参
加
促
進
や
、
消
防
署
の
協
力
に

よ
る
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
火
災
予

防
等
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

消
防
団
員
で
な
い
人
た

ち
が
、
地
区
ご
と
に
放
水

訓
練
や
防
火
水
槽
等
の
場
所
の
確

QAQ

認
を
行
う
だ
け
で
、
防
災
意
識
が

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
う
い

っ
た
動
き
を
、
町
で
奨
励
す
べ
き

と
思
う
が
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
で
の
放
水
が
無

理
な
場
合
、
誰
で
も
持
ち
出
せ
る

消
火
器
を
地
区
ご
と
に
配
置
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　
（
総
務
課
長
）
消
防
団

員
で
な
い
人
た
ち
へ
の
防

火
設
備
等
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
幹
部
会
で
協
議
を
し
な
が

ら
各
行
政
区
を
回
り
た
い
。
ま

た
、
町
の
防
災
訓
練
等
へ
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

考
え
て
い
る
。

消
火
器
に
つ
い
て
は
、
各
行
政

区
に
２
本
程
度
配
備
で
き
な
い
か

調
査
中
。

　
　
　

本
町
で
は
、
町
内
至
る

所
に
き
れ
い
で
お
い
し
い

AQ

清
水
が
湧
き
出
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
水
源
の

保
全
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
（
町
長
）
水

源
と
な
る
森
林

の
保
全
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
山
の
再
生
と

ご
み
の
不
法
投
棄
防
止

A

　
　
　
（
町
長
）
海
外
の
旅
行

者
の
間
で
只
見
線
の
人
気

が
急
上
昇
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
の
素
材
の
１
つ
と
し
て

利
用
促
進
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
利
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
広
域
連
携
と

し
て
、
国
内
の
旅
行
会
社
を
招
聘

し
、
旅
行
商
品
の
企
画
を
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
も
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
町
内
関
係
団
体
と
連
携

し
、
宿
泊
を
伴
う
旅
行
商
品
の
造

成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

只
見
線
に
一
人
で
も
多

く
の
お
客
様
を
呼
ぶ
た

め
、
只
見
線
沿
線
の
杉
の
木
の
伐

採
、
遊
歩
道
等
の
整
備
、
花
の
植

栽
、
こ
の
３
つ
の
提
案
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
今

後
設
置
さ
れ
る
只
見
線
利

活
用
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
で

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

柳
津
駅
を
単
な
る
乗
る

だ
け
の
場
所
か
ら
、
情
報

を
発
信
す
る
な
ど
、
少
し
の
時
間

滞
在
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
う

が
。

　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
只

見
線
の
利
活
用
、
利
用
促

進
を
図
る
た
め
に
も
、
各
団
体
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

AQAQA

防
災
組
織
の

整
備
・
改
善
に
つ
い
て

水
資
源
の
保
全
に
つ
い
て

只
見
線
復
旧
の

対
応
に
つ
い
て

防災訓練

等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
水
資

源
の
保
全
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

水
資
源
の
権
利
の
保
全

に
も
、
目
を
向
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
水
源
は
、
土
地
の
所

有
者
の
も
の
。
有
望
な
水
源
に
あ

っ
て
は
早
急
に
町
が
所
有
権
を
取

得
し
、
権
利
の
保
全
を
行
う
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
る
が
。

　
　
　
（
町
民
課
長
）
水
源
に

つ
い
て
は
、
個
人
ま
た
は

地
区
の
大
切
な
財
産
で
も
あ
る
の

で
、
十
分
に
話
し
合
い
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

只
見
線
復
旧
の
対
応
に

つ
い
て
、
今
後
、
町
単
独

あ
る
い
は
関
係
市
町
村
と
連
携
し

て
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。

QAQ
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一 般 質 問

１番　岩渕清幸議員

○学校給食における
地産地消の取り組みについて

学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

食
育
基
本
法
に
お
い

て
、
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
都
道
府
県
単
位
で
地
場
産

品
の
割
合
を
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
30
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
ま
た
国
産
食
材
の
利
用
率
を

80
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
町
で

は
こ
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る

か
。ま

た
、
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
交
付
金
に
お
い
て
、
学

校
給
食
で
の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入

実
証
や
メ
ニ
ュ
ー
・
加
工
食
品
開

発
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
に
取
り
組
む

考
え
が
あ
る
か
。

そ
し
て
、
今
年
度
は
出
雲
崎
町

と
の
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
給
食
に

お
い
て
も
出
雲
崎
町
の
食
材
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
そ
の
よ
う
な
計
画
は
あ
る
の

か
伺
う
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
昨
年
度
の

本
町
の
学
校
給
食
に
お
け

る
地
場
産
品
の
使
用
割
合
は
、
県

産
食
材
で
37
．
４
％
、
国
産
食
材

で
は
90
％
を
超
え
て
い
る
。
そ
の

QA

う
ち
、
野
菜
類
は
町
内
各
種
野
菜

部
会
か
ら
農
協
を
通
じ
て
、
ま
た

は
生
産
者
個
人
が
直
接
納
入
し
て

い
る
。
米
に
つ
い
て
は
、
１
０
０	

％
地
元
産
を
使
用
。
目
標
数
値
は

ク
リ
ア
し
て
い
る
が
、
学
校
給
食

を
通
じ
て
児
童
生
徒
が
地
域
の
自

然
や
食
文
化
を
学
び
、
よ
り
一
層

教
育
的
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

地
産
地
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
交
付
金
事
業
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
県
内
に
お
け
る
学
校

給
食
関
連
で
の
活
用
事
例
は
ま
だ

な
い
が
、
町
と
し
て
は
、
地
場
産

業
を
優
先
的
に
使
用
し
て
い
く
こ

と
に
加
え
、
こ
の
事
業
を
ど
う
有

効
活
用
で
き
る
か
検
討
し
て
い

く
。

　

そ
し
て
、
出
雲
崎
町
の
食
材
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
特

性
や
食
文
化
の
理
解
に
つ
な
が

り
、
子
供
た
ち
の
交
流
が
深
め
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
が
、
定

期
的
な
納
入
や
物
流
コ
ス
ト
、
保

護
者
の
給
食
費
負
担
等
も
あ
る
の

で
、
今
後
話
し
合
い
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
米

飯
給
食
の
割
合
が
大
体

60
％
、
週
３
回
程
度
。
こ
れ
は
少

な
い
と
考
え
て
い
る
。
21
年
度
に

文
部
科
学
省
か
ら
、
週
３
回
以
上

の
と
こ
ろ
は
４
回
程
度
を
目
標
に

と
要
請
が
あ
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
給
食
で
子

供
の
嗜
好
の
偏
り
が
少
し

で
も
な
く
な
り
、
正
し
い
判
断
を

も
っ
て
豊
か
な
食
生
活
が
営
め
る

よ
う
に
と
い
っ
た
学
校
給
食
の
目

標
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
米

飯
回
数
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
交
付
金
事
業
だ

が
、
子
供
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
、

町
の
特
色
の
あ
る
給
食
を
考
え
て

も
、
検
討
に
値
す
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
初
め
て
給

食
を
食
べ
る
三
島
町
の
子

供
た
ち
、
今
ま
で
の
給
食
に
慣
れ

親
し
ん
で
き
た
柳
津
町
の
子
供
た

ち
、
そ
の
異
な
る
２
町
の
子
供
た

ち
に
し
っ
か
り
食
べ
て
も
ら
う
た

め
、
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
等
に
つ
い

QAQA

て
必
ず
課
題
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、
十
分
に
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

　
　
　

出
雲
崎
町
の
、
加
工
品

あ
る
い
は
乾
物
類
等
を
利

用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う

が
。

　
　
　
　
（
教
育
課
長
）
出
雲
崎

町
に
は
良
寛
牛
乳
が
あ

り
、
そ
の
加
工
品
で
あ
れ
ば
使
用

可
能
か
も
し
れ
な
い
。
前
向
き

に
、
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

郷
土
料
理
に
お
け
る
食

の
交
流
も
大
切
だ
と
考
え

る
が
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
郷
土
料
理

の
レ
シ
ピ
を
交
換
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
う
の
で
、
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

QAQA

学校給食の一例

会津産のりんごを使用したメニュー
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一 般 質 問

約
６
２
０
万
円
、
耐
震
補
強
案
が

２
種
類
で
７
千
万
か
ら
１
億
９
千

万
円
と
、
大
変
膨
大
な
概
算
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
解
体
撤
去
案
で

６
７
０
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
と
し
て
、
保
存
か
撤
去
か
、
今

後
の
方
針
を
し
っ
か
り
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
軽
井
沢
銀

山
の
大
煙
突
が
歴
史
的
な

建
造
物
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を

踏
ま
え
て
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

根
巻
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

施
工
に
よ
っ
て
、
文
化
財

等
の
指
定
が
厳
し
い
と
い
う
答
弁

だ
っ
た
が
、
そ
の
施
工
を
し
た
の

は
町
で
あ
り
、
文
化
財
の
可
能
性

を
閉
ざ
し
た
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
判
断
で
、

工
事
を
し
た
の
か
。

　
　
　
　
（
公
民
館
長
）
平
成
４

年
度
に
町
が
譲
り
受
け
た

AQA

○軽井沢銀山について
○ふれあい号について

２番　磯目泰彦議員

軽
井
沢
銀
山
に
つ
い
て

　
　
　

軽
井
沢
銀
山
の
煙
突
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
平
成
29
年

２
月
に
調
査
完
了
し
、
直

ち
に
倒
壊
す
る
危
険
性
は
な
い
と

推
測
さ
れ
る
と
の
報
告
を
受
け

た
。
し
か
し
、
頂
部
及
び
柱
脚
部

の
凍
害
が
深
刻
で
、
安
全
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
柳
津
町
文

化
財
保
護
審
議
委
員
会
で
、
町
重

要
文
化
財
に
指
定
す
る
か
協
議
い

た
だ
い
た
が
、
不
適
当
と
の
協
議

結
果
だ
っ
た
。
当
分
の
間
、
方
法

を
工
夫
し
な
が
ら
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
が
適
当
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

現
状
維
持
案
で
約
６
３

０
万
円
、
柱
脚
補
強
案
で

QAQ

　
　
　

寄
付
を
受
け
て
か
ら
約

25
年
。
な
ぜ
も
っ
と
早
く

対
応
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
構
造
的
な

情
報
不
足
が
１
点
、
も
う

一
つ
は
構
造
物
が
大
変
大
き
く
、

費
用
負
担
に
つ
い
て
の
判
断
が
な

か
な
か
付
か
な
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
今
回
、
具
体
的
な
情
報
が

提
供
さ
れ
た
の
で
、
判
断
が
加
速

し
て
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
と
町
内
観
光
周
遊
バ
ス

の
可
能
性
も
含
め
た
、
今
後
の
町

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
（
町
長
）
利
便
性
向
上

の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
号
の

ダ
イ
ヤ
編
成
は
、
４
月
に
改
定
。

ま
た
、
10
月
に
は
運
行
体
系
及
び

ダ
イ
ヤ
の
改
正
を
予
定
し
て
い

る
。
町
内
観
光
周
遊
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
運
行
さ
れ
れ
ば
町
民
及
び

観
光
客
に
と
っ
て
大
変
便
利
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
現
在
、
本

庁
地
区
と
支
所
地
区
、
各
３
台
の

車
両
で
運
行
さ
れ
て
お
り
、
周
遊

バ
ス
を
兼
ね
備
え
る
に
は
大
変
厳

し
い
現
状
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
10
月
の
運

行
体
系
等
の
変
更
に
あ
た
っ
て

は
、
十
分
な
協
議
検
討
を
経
て
、

QAQA

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
運
行
体
制

が
編
成
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　
　

３
台
で
は
大
変
厳
し
い

と
い
う
答
弁
だ
が
、
思
い

切
っ
て
増
車
・
増
便
し
て
も
い
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　
（
総
務
課
長
）
無
料
区

間
で
あ
る
ま
ち
な
か
線
の

１
便
で
も
２
便
で
も
、
２
５
２
号

線
を
周
遊
で
き
る
よ
う
な
コ
ー
ス

が
可
能
か
、
考
え
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
新
た
な
増
便
を
し
な

い
で
も
、
既
存
の
バ
ス
の
中
で
清

柳
苑
や
美
術
館
に
来
た
お
客
様
を

乗
せ
て
周
遊
可
能
に
な
る
か
と
い

っ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　

ま
ち
な
か
線
に
つ
い

て
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
い

い
の
で
、
柳
津
独
自
の
Ｐ
Ｒ
号
と

し
て
の
性
能
を
持
た
せ
た
ら
と
考

え
る
が
。

　
　
　
　
（
総
務
課
長
）
本
年
度
、

赤
べ
こ
の
観
光
用
マ
グ
ネ

ッ
ト
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を

町
民
バ
ス
に
張
っ
て
運
行
し
た

い
。
ま
た
、
外
か
ら
柳
津
に
来
て

い
た
だ
く
た
め
の
広
告
宣
伝
の
媒

体
と
し
て
、
若
松
仙
台
間
等
の
高

速
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

QAQA

ふ
れ
あ
い
号
に
つ
い
て

軽井沢銀山

が
、
倒
壊
の
お
そ
れ

が
あ
り
早
急
な
工
事

が
必
要
だ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
ず

は
安
全
を
確
保
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
補
強

を
優
先
し
た
こ
と
は

適
切
な
判
断
だ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
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一 般 質 問

３番　伊藤　純議員

○学校教育の取り組みについて
○今後の農産物６次化の計画について

学
校
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
30
年
度
に
統
合
を

迎
え
る
中
学
校
の
安
全
・

安
心
で
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
な
環

境
の
整
備
、
ま
た
中
学
生
一
人
一

人
の
個
性
や
能
力
を
引
き
出
し
、

伸
ば
す
教
育
等
、
課
題
は
多
々
あ

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
統
合
中
学

校
開
校
準
備
町
民
会
議
か

ら
答
申
を
い
た
だ
い
た
教
育
の
骨

子
、
あ
る
い
は
環
境
整
備
な
ど
の

基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、

確
実
に
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
つ

も
り
。
具
現
化
に
当
た
っ
て
は
、

専
門
家
で
あ
る
柳
津
・
西
山
中
学

校
の
教
職
員
組
織
を
十
分
に
機
能

さ
せ
、
詳
細
な
計
画
作
り
と
準
備

に
取
り
組
む
。

QA

り
に
な
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
具
体

的
に
進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

保
護
者
の
不
安
払
拭
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
学
校
の
指
導
体
制
、

指
導
の
計
画
、
中
身
を
示
し
、
そ

れ
な
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
づ
く

り
、
ま
た
新
し
い
中
学
校
の
中
の

魅
力
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
新
た
な
学
校
の
姿

が
見
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
、

見
通
し
が
つ
け
に
く
い
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
今

後
、
一
層
の
広
報
に
努
め
て
、
新

し
い
中
学
校
の
魅
力
を
具
体
的
に

示
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
、
豊
か
な
心
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
教
育
を
し
て
い
く
面

か
ら
み
て
も
大
切
だ
と
思
う
が
、

今
現
在
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ

Q

て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
柳
津
中
学

校
で
は
年
間
４
時
間
ほ
ど

設
定
し
て
お
り
、
老
人
ホ
ー
ム
の

訪
問
や
小
学
生
に
対
す
る
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
西
山
中
学
校
で

は
、
ロ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
運
動
を
行

っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
活
動

は
、
統
合
後
で
も
継
承
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

農
産
物
の
６
次
化
推
進

に
つ
い
て
、
今
後
、
具
体

的
な
計
画
と
し
て
、
補
助
金
だ
け

で
は
な
く
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

き
実
現
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
か
。

　
　
　
　
（
町
長
）
今
年
度
よ
り
、

柳
津
町
農
産
物
６
次
化
推

進
事
業
と
し
て
、
生
産
者
等
が
新

た
に
農
産
加
工
品
の
開
発
や
販
路

拡
大
等
を
実
践
す
る
事
業
等
に
つ

い
て
支
援
策
を
創
設
。
今
後
の
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た

い
。そ

し
て
、
６
次
化
産
業
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
原
材
料
の
安

定
確
保
な
ど
多
く
の
課
題
を
耳
に

し
て
い
る
の
で
、
関
係
者
と
の
情

報
共
有
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
が

図
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。 AQA

　
　
　

町
が
空
き
家
を
借
り
て

中
を
改
築
・
改
装
し
、
保

健
所
か
ら
も
許
可
を
取
っ
て
町
の

６
次
化
推
進
に
役
立
て
る
。
そ
う

い
う
や
り
方
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
町

や
個
人
が
実
施
す
る
加
工

場
の
整
備
に
つ
い
て
は
補
助
制
度

が
な
い
が
、
空
き
家
の
利
活
用
と

い
う
面
で
は
よ
い
提
案
だ
と
思
う

の
で
、
関
係
機
関
と
話
し
合
い
を

し
て
い
き
た
い
。

　

加
工
場
に
入
れ
る
機
械
に
つ
い

て
は
、
町
の
補
助
金
等
を
使
っ
て

い
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
ピ
ッ
グ
フ

ァ
ー
ム
の
肥
育
が
だ
ん
だ

ん
始
ま
る
。
加
工
は
本
町
で
は
行

わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
交
渉

し
て
、
そ
の
加
工
肉
を
使
っ
て
町

の
特
産
品
に
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
検
討
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
町

と
し
て
も
、
地
元
で
肥
育

し
た
豚
を
使
用
し
て
か
つ
丼
を
作

っ
た
と
な
れ
ば
Ｐ
Ｒ
効
果
も
出
て

好
評
を
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
町
特
産
品
と
し
て
使

う
こ
と
が
可
能
か
、
企
業
と
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

QAQA

今
後
の
農
産
物
６
次
化
の

計
画
に
つ
い
て

西山小・中学校合同ロードフラワー運動

　
　
　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
具
体
的
に
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
（
教
育
課
長
）
通

学
体
制
に
つ
い
て

は
、
生
徒
専
用
の
バ
ス
と
し

て
、
３
路
線
で
運
行
予
定
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
今
回

提
示
す
る
予
定
で
あ

る
「
小
学
校
及
び
中
学
校
条

例
の
改
正
」
が
大
き
な
区
切

QAA
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一 般 質 問

○インフラ事業の取り組みの
現状・計画について

○将来の農業対策について
５番　田﨑信二議員

イ
ン
フ
ラ
事
業
の
取
り
組
み

の
現
状
・
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
や
各
種
交
付
金
が
恒
久
的
に
削

減
さ
れ
れ
ば
、
予
算
も
縮
小
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

　
　
　
　
（
町
長
）
今
年
度
の
交

付
税
等
の
状
況
だ
が
、
地

方
交
付
税
は
減
額
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
も
、
地
方
道
の
改
良
事
業
に
は

配
分
が
厳
し
い
現
状
。

　

地
方
交
付
税
へ
の
依
存
が
高
い

本
町
と
し
て
は
、
全
庁
を
挙
げ
て

所
要
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
、
柳
津
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
な
維
持
管
理
を
行
い
、
適
正
な

予
算
編
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

総
合
管
理
計
画
の
中

で
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
将

来
の
更
新
費
用
と
し
て
、
今
後
40

年
間
で
２
８
６
億
円
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。
財
源
確
保
が
非
常
に
厳

し
い
中
、
現
状
の
保
有
総
量
を
ど

の
よ
う
に
維
持
・
更
新
し
て
い
く

の
か
。

QAQ

　
　
　
　
（
総
務
課
長
）
今
後
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
を
そ
の
ま

ま
存
続
さ
せ
た
場
合
の
数
字
で
、

現
実
的
な
数
字
と
は
少
し
違
う
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
施
設
ご
と
の
計
画
書
を

総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
備
に

か
か
る
金
額
が
出
て
く
る
と
思
う
。

限
ら
れ
た
財
政
の
中
な
の
で
、
優

先
度
の
高
い
も
の
か
ら
手
を
加
え

る
形
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

下
水
道
関
係
、
加
入
率

が
非
常
に
低
下
し
て
い

る
。
将
来
的
に
財
政
上
、
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
う
。
現
在
の
処
理
方

法
を
変
え
な
い
で
、
こ
の
ま
ま
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
（
建
設
課
長
）
本
町
に

は
４
種
類
の
下
水
道
施
設

が
あ
る
が
、
農
業
集
落
排
水
と
公

共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
統
合
も

視
野
に
入
れ
て
考
え
て
い
く
べ
き

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
、
町
長
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
電
柱
の
地
中
化

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

　
　
　
　
（
建
設
課
長
）
観
光
協

会
か
ら
大
平
町
交
差
点
付

近
ま
で
の
現
場
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
土
地
の
関
係
で
難
し
い
た
め
、

電
柱
を
山
側
に
持
っ
て
い
く
方
法

の
提
案
が
あ
っ
た
。
現
在
、
他
に

AQAQA

検
討
し
て
い
る
箇
所
は
な
い
。

　
　
　

本
町
が
保
有
す
る
建
築

物
及
び
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

更
新
に
は
、
慎
重
な
る
対
応
を
検

討
す
べ
き
。

　
　
　

平
成
30
年
度
か
ら
米
政

策
が
変
わ
り
、
国
に
よ
る

生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止
予

定
だ
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
米
の
生
産
数
量
配
分
に
つ
い

て
、
農
業
団
体
等
と
の
取
り
組
み

を
ど
こ
ま
で
進
め
て
い
る
か
。

②
法
人
化
状
況
及
び
今
後
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

③
新
規
就
農
者
の
現
況
及
び
確

保
等
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
（
町
長
）
①
生
産
数
量

配
分
は
、
米
価
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、「
生
産
数
量
の
目

安
」
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
範
囲
内

で
の
作
付
に
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
る
。
今
後
、
会
津
み
ど

り
地
域
農
業
再
生
協
議
会
で
協
議

す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
地
域
農

業
再
生
協
議
会
に
お
い
て
も
協
議

を
し
て
い
き
、
早
期
に
生
産
者
に

示
し
て
い
け
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

②
法
人
化
状
況
に
つ
い
て
は
、
本

庁
地
区
で
は
４
つ
が
法
人
化
さ
れ

QQA

て
い
る
が
、
支
所
地
区
で
は
な
い

状
況
。
法
人
が
地
域
農
業
を
牽
引

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

③
認
定
新
規
就
農
者
は
、
現
在
３

名
。
国
の
給
付
金
や
町
独
自
の
支

援
制
度
に
よ
り
、
経
営
の
初
期
段

階
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
着
実

な
就
農
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、

定
住
環
境
等
の
整
備
を
行
い
つ
つ
、

外
部
か
ら
の
人
材
確
保
等
も
視
野

に
入
れ
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

生
産
数
量
配
分
に
つ
い

て
、
町
独
自
の
考
え
方
・

取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
地

域
再
生
協
議
会
に
お
い

て
、
対
策
及
び
支
援
策
に
つ
い
て

協
議
・
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

新
規
就
農
者
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
考
え
は
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
県

や
農
協
と
連
携
し
て
助

言
・
指
導
支
援
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
新
た
な

就
農
者
を
確
保
で
き
る
取
り
組
み

を
、
農
業
団
体
と
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
域
起
こ
し
協
力
隊
と
し

て
農
業
者
を
募
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
そ
れ
も
参
考
に
、
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

QAQA

将
来
の

農
業
対
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

○来年度以降の町の診療所について
○定住促進のための施策について

８番　齋藤正志議員

来
年
度
以
降
の

町
の
診
療
所
に
つ
い
て

　
　
　

①
平
上
先
生
が
来
年
度

以
降
退
職
と
い
う
こ
と
だ

が
、
後
任
の
め
ど
は
。

②
町
の
地
域
医
療
に
対
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
、
国
保
料
、
介
護

保
険
料
、
終
活
、
み
と
り
の
点
か

ら
伺
う
。

　
　
　
　
（
町
長
）
①
現
在
、
医

師
会
及
び
関
係
部
局
等
に

強
く
要
望
し
て
い
る
。
平
上
先
生

に
も
心
当
た
り
の
医
師
が
い
な
い

か
確
認
を
し
た
ら
、
先
生
の
思
い

の
方
も
い
た
の
で
、
確
認
を
し
た

い
。
な
お
後
任
の
医
師
は
、
地
域

医
療
に
情
熱
を
も
ち
、
気
軽
に
往

診
等
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
先
生

を
考
え
て
い
る
。

　

②
地
域
に
根
差
し
た
医
療
は
不

可
欠
。
ま
た
健
康
を
守
る
た
め
に

は
、
予
防
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
健
診
に
つ
い
て
町
民
の
利
便

性
を
図
っ
て
お
り
、
診
療
所
に
お

い
て
も
平
成
28
年
度
か
ら
後
期
高

齢
者
も
健
診
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
診
療
所
は

町
民
全
体
の
医
療
を
担
う
機
関
と

し
て
診
療
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
在
宅
医
療
と
し
て
の
往
診
や

終
末
期
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

QA

　
　
　

予
防
の
た
め
に
健
康
診

断
を
２
回
や
っ
て
い
る

が
、
受
診
率
は
上
が
っ
た
か
。

　
　
　
　
（
町
民
課
長
）
県
平
均

60
％
だ
が
、
町
で
は
70
％

を
超
え
て
お
り
受
診
率
は
あ
が
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
健
診
結
果
や
レ
セ
プ
ト

の
医
療
費
分
析
を
行
い
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
を
行
っ
て
い
る
。
予

防
で
き
る
疾
病
に
重
点
を
お
い

た
、
保
健
指
導
や
健
康
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
る
。

　
　
　

行
政
が
独
自
に
や
っ
て

い
る
予
防
対
策
も
あ
る
。

中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
ピ

ロ
リ
菌
の
検
査
・
除
菌
や
、
肺
炎

球
菌
の
定
期
接
種
以
外
へ
の
助
成

等
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
ら
と
思

う
が
。

　
　
　
　
（
町
民
課
長
）
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
の
中
で
、
ど
う
い

っ
た
疾
病
が
あ
り
、
予
防
の
た
め

に
は
こ
う
い
う
予
防
薬
が
い
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

医
療
に
関
し
て
、
町
長

の
考
え
は
。

　
　
　
　
（
町
長
）、
医
療
な
く
し

て
地
域
の
発
展
は
あ
り
え

な
い
の
で
、
無
医
村
に
し
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

QAQAQA

　
　
　

①
町
の
分
譲
地
は
ほ
ぼ

売
り
切
れ
状
態
だ
が
、
今

後
に
つ
い
て
伺
う
。

②
企
業
誘
致
も
大
事
で
あ
る

が
、
既
得
の
土
地
の
活
用
や
工
業

団
地
の
確
保
、
進
め
方
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
（
町
長
）
①
道
路
の
ア

ク
セ
ス
、
鉄
道
等
の
騒

音
、
快
適
な
生
活
環
境
を
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
が
、
条
件

に
合
う
候
補
地
が
な
い
状
況
。
今

後
も
、
調
査
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

②
工
業
団
地
の
整
備
は
、
誘
致

企
業
の
職
員
の
確
保
、
及
び
町
民

の
求
め
る
職
種
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
誘

致
す
る
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ

ば
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
助
成

等
の
整
備
も
必
要
。
さ
ら
に
、
町

が
取
得
し
て
い
る
土
地
や
空
き
家

等
を
利
活
用
し
た
小
規
模
な
企
業

や
事
業
所
の
誘
致
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

住
宅
を
建
て
る
補
助
が

あ
る
け
ど
、
土
地
が
な
い

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
行
政

区
で
宅
地
に
し
た
い
土
地
が
な
い

か
投
げ
て
み
る
と
か
、
町
有
の
遊

QAQ

休
地
を
住
宅
と
し
て
検
討
し
た
ら

ど
う
か
。

　
　
　
　
（
建
設
課
長
）
ま
ず
候

補
地
を
町
で
選
定
し
て
か

ら
、
行
政
区
に
話
を
し
た
方
が
い

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
有

地
の
活
用
も
い
い
と
思
う
が
、
別

に
候
補
地
を
探
す
の
が
い
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　

中
小
企
業
優
良
企
業
が

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
多

種
多
様
な
産
業
が
町
に
根
付
く
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
町

所
有
の
遊
休
地
を
、
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
イ

ン
フ
ラ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
土
地
が
多
く
、
厳
し
い
。
利
用

可
能
と
思
わ
れ
る
土
地
に
つ
い
て

は
、
可
能
性
も
含
め
て
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　
　

空
き
家
、
売
り
家
、
遊

休
地
を
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
空

き
家
改
修
等
の
助
成
制
度

を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
媒
体
を
活
用
し
て
周
知
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

AQAQA

定
住
促
進
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

○町道の維持管理について
○町内の携帯電話の
　　　　　　エリア確保について

10番　鈴木吉信議員

町
道
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

　
　
　

町
道
の
草
刈
り
作
業
な

ど
、
各
地
区
の
協
力
に
よ

り
、
交
通
安
全
の
確
保
、
災
害
に

対
す
る
対
応
な
ど
の
対
策
が
図
ら

れ
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
各
地
区
に
お
い
て
高
齢
化
が

進
み
、
維
持
管
理
が
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
現
状
。
今
後
、
町

と
し
て
町
道
の
維
持
管
理
に
対
し

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

　
　
　
（
町
長
）
幹
線
的
な
道

路
に
つ
い
て
は
、
車
両
通

行
の
安
全
性
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
世
帯
数
の
減
少

や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
行
政
区

に
つ
い
て
は
、
町
で
要
望
を
受

け
、
対
応
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

各
地
区
で
人
足
等
に
出

ら
れ
る
人
数
、
ま
た
年

間
、
町
道
の
草
刈
り
を
何
回
、
何

キ
ロ
く
ら
い
や
っ
て
い
る
か
把
握

す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
（
建
設
課
長
）
人
数
を

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
う
の
で
、
地
区
の
作
業
量
を

減
ら
す
工
夫
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
例
え
ば
、
路
肩
に

堆
積
し
た
土
砂
か
ら
草
が
生
え
な

QAQA

い
よ
う
、
緊
急
雇
用
で
そ
の
土
砂

を
撤
去
す
る
、
大
型
の
草
刈
り
機

械
等
の
導
入
を
し
て
、
機
械
で
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
地
区
で

作
業
し
て
も
ら
う
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　

臨
時
の
緊
急
雇
用
の

方
々
を
増
員
す
る
よ
う
な

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
（
建
設
課
長
）
人
数
を

増
や
す
よ
り
は
、
重
機
に

よ
る
作
業
も
多
い
の
で
機
械
を
購

入
し
た
ほ
う
が
作
業
効
率
的
に
い

い
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

観
光
客
に
ぜ
ひ
来
て
く

だ
さ
い
と
大
き
な
声
で
言

え
る
よ
う
、
せ
い
ざ
ん
荘
線
の
の

り
面
の
除
草
及
び
木
の
伐
採
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

　
　
　
（
建
設
課
長
）
町
の
ほ

う
に
依
頼
が
来
て
い
る
。

緊
急
雇
用
で
対
応
で
き
る
か
ど

う
か
現
地
を
見
て
、
対
応
で
き
な

い
場
合
は
専
門
業
者
に
お
願
い

し
、
次
年
度
か
ら
は
緊
急
雇
用
で

対
応
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
し
て
い

き
た
い
。

QAQA

　
　
　

町
内
に
お
い
て
携
帯
電

話
の
基
地
局
の
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
各
行
政
区
の
エ

リ
ア
確
保
は
地
域
に
よ
っ
て
大
変

な
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
の
町
の
対
応
、
進
め
方
は
。

　
　
　
（
町
長
）
平
成
16
年
度

か
ら
町
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
携
帯
電
話
基
地
局
を
整
備
し

て
き
た
。
さ
ら
に
は
、
携
帯
電
話

事
業
者
へ
の
要
望
・
陳
情
等
も
実

施
し
て
き
た
。
現
在
、
各
行
政
区

に
お
い
て
何
ら
か
の
携
帯
電
話
が

利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
だ
国
県
道
等
の
主

要
幹
線
道
路
に
お
い
て
一
部
不
感

区
域
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事

実
。
携
帯
電
話
は
音
声
で
の
通
信

の
ほ
か
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
等
の
機
能
を
あ
わ
せ

QA 町
内
の
携
帯
電
話
の

エ
リ
ア
確
保
に
つ
い
て

持
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
不
可

欠
な
通
信
手
段
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
区
か
ら
の
要
望
や
通
信
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
携
帯
電
話

事
業
者
に
対
し
要
望
活
動
を
継
続

し
、
不
感
区
域
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

行
政
と
し
て
調
べ
て
、

あ
ま
り
に
も
使
え
な
い
と

こ
ろ
に
対
し
て
は
、
今
後
も
基
地

局
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
要

望
し
て
も
ら
い
た
い
。
行
政
区
ほ

と
ん
ど
が
受
信
で
き
る
よ
う
な
範

囲
に
入
る
よ
う
、
町
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
く
気
持
ち
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
（
総
務
課
長
）
集
落
と

言
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
３
社
の
携
帯
電
話
の
う
ち
１

つ
は
使
え
る
状
況
。
人
家
が
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
整
備
が
非
常
に

難
し
い
と
い
う
話
だ
が
、
今
後
も

要
望
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

QA

町内に整備された携帯電話基地局
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　平成29年度予算についての議会からの意見書
への対応について報告。（※意見書の内容は、
議会だより第150号に掲載）

　中学校の統合と支所地区の公共施設の移転統
合は、密接に関連している。中学校統合の話を
進める上で、公共施設の移転統合における西山
中学校の利活用についても早急に進めなければ
いけないと思うので、スピードアップして対応
してもらいたい。

要望

全員協議会

全員協議会での協議事項（抜粋）

清柳苑駐車場の急速充電器の
減免（無料化）について

地方創生推進交付金の
決定状況について

予算意見書への対応について

　清柳苑駐車場に設置されている電気
自動車の急速充電器について、ゴール
デンウィーク前に無料化したい。

　すでに無料で利用できる所もあり、
柳津は有料と思われているので、しっ
かりＰＲをしてもらいたい。

要望

　申請の結果、「斎藤清美術館を起点とした
まちづくり推進事業」が交付対象（内示額
1,331万円）に決定した。

　事業費の1/2交付されるのだから、事業評
価（目標指数の中間・事後評価等）をきちん
と行い、事業費以上の結果を出してもらいた
い。

要望

　福柳苑の30床の増床について、1年以上経つ
のに、職員が足りなく開所していない。施設側
に来てもらって、議員が直接意見を聞いてみる
のも1つの方法。とにかく、1日でも早く満床
になるよう、対応を要望する。

　税金の滞納や健診率など、数値目標を掲げら
れるものについては、数値目標を設定してはど
うか。数値目標を掲げることで、目指すものが
明確化し、達成率による結果も明らかになる。
数値目標の設定を要望する。

要望

要望

軽井沢銀山の
煙突調査結果について
軽井沢銀山抗跡地にある煙突につい
ての調査結果（現状、今後の対応案、
経費等）について報告。

　崩落して事故があったりしたら大
変。安全第一で、今後の方向性を検
討してもらいたい。

要望

４月協議事項

５月協議事項

６月協議事項

　全員協議会はと、町の重要な課題について
説明や報告を受けたり、議員間の協議や意思
の統一を図る場として開催されています。
　定例会（３・６・９・１２月）を除き、毎
月２０日頃に開催予定ですので、傍聴されて
みたい方は議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

議会事務局　☎0241-42-2390

全員協議会も
　　傍聴できます！
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議
会
行
政
調
査

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
で
高
齢
者
が
い
き
い
き
！

徳
島
県
上
勝
町　

　

平
成
29
年
６
月
27
日
か
ら
６
月

29
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
、

徳
島
県
上
勝
町
に
お
い
て
行
政
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

徳
島
県
上
勝
町
は
、
徳
島
市
中

心
部
か
ら
車
で
約
１
時
間
の
場
所

に
位
置
し
て
お
り
、
過
疎
と
高
齢

化
が
進
む
町
。

　

昭
和
56
年
、
上
勝
町
を
異
常
寒

波
が
襲
い
、
主
な
産
物
で
あ
っ
た

ミ
カ
ン
が
枯
死
。
ミ
カ
ン
の
売
上

は
約
半
分
と
な
り
、
農
業
は
大
打

撃
を
受
け
た
。

　

こ
の
歴
史
的
大
災
害
を
乗
り
切

る
た
め
、
軽
量
野
菜
を
中
心
に
農

業
再
編
成
に
成
功
。
そ
し
て
町
の

半
数
近
く
を
占
め
る
高
齢
者
が
活

躍
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
な
い
か
と

模
索
し
た
と
こ
ろ
、『
葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
』
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　　徳島県上勝町って、どんなところ？
○人　　口　：　1,598人（H29.7.1現在）	 ※　3,517人
○面　　積　：　109.6㎢	 ※　175.82㎢
○高齢化率　：　51.38％（H28.1.1現在）	 ※　40.63％
○上勝町の取り組み
　　　　　　：　葉っぱビジネス、ゴミゼロ宣言（分別34品目）

※は、柳津町

行 政 調 査

㈱いろどりより「葉っぱビジネス」について説明を受けた。

　
『
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
』
は
、
当

時
農
協
職
員
だ
っ
た
横
石
氏

（
現
・
取
締
役
社
長
）
が
、「
ビ
ジ

ネ
ス
は
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、「
彩
（
い
ろ
ど
り
）」

と
名
付
け
、
昭
和
61
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

最
初
は
な
か
な
か
理
解
を
得
ら

れ
ず
、
数
名
の
み
の
参
加
だ
っ

た
。
横
石
氏
は
自
費
で
京
都
な
ど

の
料
亭
に
通
い
詰
め
、
色
・
形
・

大
き
さ
な
ど
つ
ま
も
の
を
出
荷
す

る
時
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
示
し

た
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
、
出
荷
す

る
商
品
の
均
質
化
を
図
っ
た
。
そ

の
結
果
、
葉
っ
ぱ
は
『
つ
ま
も
の
』

と
い
う
付
加
価
値
商
品
と
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
し
た
。

【
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
】

　

市
場
か
ら
の
需
給
情
報
等
を
も

と
に
、
ど
の
種
類
を
ど
れ
だ
け
出

荷
す
れ
ば
よ
い
か
調
整
し
な
が
ら

『
上
勝
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
に

よ
り
生
産
者
へ
情
報
提
供
。

【
生
産
者
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
、『
上
勝
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
か
ら
の
情
報
を
基
に
、

出
荷
計
画
を
立
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
。

ま
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

早
い
も
の
勝
ち
の
オ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
り
、
売
上
の
順
位
を
確
認
で

き
る
な
ど
、
農
家
の
や
る
気
を
出

さ
せ
る
〝
ツ
ボ
〟
を
つ
い
た
情
報

が
提
供
さ
れ
る
。

―葉っぱビジネスのいまー
つまもの種類　：　320種類以上
生産者数　　　：　200軒
年　　商　　　：　2億6千万円
（年収1,000万円を稼ぐおばあちゃんも！）
➡高齢者が出番と役割ができたことで、元
気に。町営老人ホームは利用者数が減
り、なくなりました！

【
Ｊ
Ａ
】

　

生
産
者
か
ら
届
け
ら
れ
た
商
品

を
、
各
市
場
に
出
荷
。
ス
タ
ー
ト

当
初
か
ら
、
少
な
い
量
で
も
出
荷

し
て
き
た
地
元
農
協
の
協
力
は
不

可
欠
。

○
新
た
な
事
業
を
創
出
す
る
た
め

に
は
、
強
力
な
指
導
者
が
必

要
。

○
知
恵
と
発
想
の
転
換
、
そ
し
て

危
機
感
を
、
町
民
と
行
政
が
共

有
で
き
る
か
が
成
功
へ
の
カ

ギ
。

○
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
㈱
い
ろ
ど
り

の
協
力
・
連
携
が
、
成
功
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
。

○
「
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
は
、

商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
、
継
続
出

荷
、
情
報
の
共
有
化
が
必
要
不

可
欠
。

所
　
感

㈱いろどりＨＰより

『葉っぱビジネス』とは？
“つまもの”つまり日本料理
を美しく彩る季節の葉や花な
どを、栽培・出荷・販売する
農業ビジネス。
商品が軽量で綺麗なため、
女性や高齢者でも取り組め
る。
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【
広
報
編
集
委
員
】

　

委
員
長　

齋
藤　

正
志

　

副
委
員
長　

磯
目　

泰
彦

　

委

員　

田
﨑　

為
浩

　
　

〃　
　

菊
地　
　

正

　
　

〃　
　

伊
藤　

昭
一

第
31
回
両
沼
地
方
町
村
議
会
議
員
大
会

『
地
方
創
生
の
実
現
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

両
沼
７
町
村
の
議
員
が
集
結

平
成
29
年
７
月
14
日
、
や
な
い

づ
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
「
第
31

回
両
沼
地
方
町
村
議
会
議
員
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
地

方
創
生
の
実
現
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
両
沼
７
町
村
、
約
80
名
の
町

村
議
会
議
員
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

各
町
村
か
ら
14
の
議
題
が
提
出

さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

柳
津
町
か
ら
は
、
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
委
員
長
で
あ
る
田
﨑
信
二

議
員
が
、
２
つ
の
議
題
に
つ
い
て

提
案
を
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
議
題
が
可
決
さ
れ
、

今
後
、
両
沼
地
方
町
村
議
会
と
し

て
、
県
並
び
に
国
の
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

○主要地方道会津若松三島線及び県道藤小椿線の整備促進につ
いて
　２路線における継続した整備と早期完成を強く要望

○森林整備及び林業振興について
　森林再生整備事業と合わせ、森林再生による地域復興のた
めの国・県の指導・支援を強く要望

柳津町提出議題

○日時　：　９月２１日（木）
　　　　　　午前１０時開会予定
○場所　：　役場３階　議会議場
○議員　：　柳津・西山中学校３年生

子ども議会（平成28年11月29日開催）

「子ども議会」が
開催されます！

　中学生議員が、中学生の視点からのまち
づくり等について質問・提案し、町長や教
育長、担当課長が答弁します。
　議場での傍聴（人数制限あり）や、西山
支所及びふれあい館でのモニターによる傍
聴もできますので、未来を担う中学生の町
への思いをお聴きください。

議会録画映像のお知らせ
　第２回定例会の一般質問は、町のホームページ
で閲覧することができます。

「議会の傍聴になかなか行けない」、「パソコン
で録画映像を見ている時間がない」という方は、
お手元の端末からご覧ください。

柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

各議員の一般質問
が見られます。

そ の 他


